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65.水銀惣 膜 の 電 氣簿導 度(233)66.バ リウ ム酸 化 物 の 蒸氣 壓 及 び 蒸 發 速 度(233)67.氣 饐
イ オ ンに よ る活性 化(e34)6S・ 鹽 素 と ク ロ ヲー ル との光 化 學 反 應(234)69.水 蒸 氣 内放 電 に
於 け る水 酸 基 の再 舞合 農 階(tl35)70・.酸水 索反 癒 に甜 す 番NOtの 看 惑 作 用(236)7L金 屬
轄 融 蛋}に蚤 す る掻 力 昔 波 の 作用.(237)72・ バ.リウム及 び ス トロ ンラ『ウA・ アザ イ ドに封 ナ る紫 外
線 の作 用(238)73、 バ リウ ム・ア ザ イ 爵結 島 の熱 分 解(23S)74.金 屬 アザ イ ドの分 解 につ い て
(239)75.金 屬 の 摩擦 と吸着 ガ ス の影 響(240)76・ 磁 氣 的 方 法 に依 る活 性 炭 に對 す る酸 素 の吸
着 の研 究(2")
鹽
著 者 索 引
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「軌班 化奪 の進歩 ご弼腰 官艮覯 定假 案
日本物理化學研究會 ノ蟹靉誌クル本誌 ノ直援購談者ヲ購談會員Fス
本輦ハ隔月(偶数 月末 日)發行 トシ下記内容ヲ有ス ＼
(一)原報又ハ論設(二)招 介又ハ講義i(三)抄録





他 二別冊 トシテ蒄理化學:蟷 集(新着外國雜誌 到 拔萃ス)ヲ毎月
發行 シ會費(年一圓)昌テ會員昌ノミ頒布ス
本會ハ又蓍國物理化學海外紹介 ノ目的ヲ以テ別 昌年三囘歐文號 ヲ糧 纂シ本誌
,





購 讀 會 員 會 甍 領 收
瞬 譜 會 費 自昭和十四年十月一日 至昭和十四年十一n一十日(尊稱略 來着項)
杉 本 久 一 中 山 宣 朱 佐 藤 義 灘 南 江 堂 三 戸 義 則
門m憲 章 嶺 正 男 製 松 堂 稻 吹 樺 二 園 跚 初 二
癖 藤 捨 夫 佐 屡 一 堆 石 際 俊 夫 大日本炭油工業株式會社
甲南高瞭昂校 牧 島 象 二(以上十四年度分)武 藏高尊學佼(十三年匿分)
女献集購讃料金
杉 本 久 一 佐 康 義 雌 門 田 蔵 車 嶺 耳 男 稻 次 悌 二
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.
月 刊f`1然 科 學 雑 誌
科 學
編 輯
安藤廣太耶 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹
柴田雄次 橋田邦彦 坪井誠太郎 仁科芳雄 主任石原 純
自然稗學 の進展 日ざ ま しく,躍 界の活PUsak盛ん ならん とす る時,苟 も
之 に心 を寄 す る人 々は 自然科撃全般 の不噺 の情 勢 を知 るぺ き何等 かの機闘
を必要 とす るで あ ら う,
本誌は英 のNuure,米 のScience,佛のReruegEnErale,獨のNatur-
nissenschalten等と使 命 を同 じうす る もので あつ て發 刊 以 來10年の歳 月を
閔 し,茲 に企 く我國唯 一の一般 自然科麒 雜誌 としての 内容 ・體裁 ・樒威 を
pls.るに到 つた.屡 徒諸 士はホ誌 に よつ て初 めて 各 自に必 要な る靦野 を得
られ るであ ら う・
`
1月 號.内.容 梗 糖
婁 頭 科 畢 働 員 につ い て
審 書
右 側 に も卵集 を背 つ た難 の1例(林 丈李)・ 腿 下霊 艦 瑚 隷鯰 に於 る血 行 停 止 に
伸ふ 一 の.色影 現 象(榎並 仁)・ 蔵 ヨ三山お釜 の鞠 殃 硫 茂(虎 石成.)さ・冨 永 齊,.
光 電 管 を醒 川せ0地 震 計 の 槻 誠的 記録法{山 本 式夫 冫・繊 毛 蟲 に よ る赤 潮 の發 生
(羽田 良 禾).氣 象 病 と ヒ ス タ ミン{p[[IVJ質(樹山元r邸)・ 噺lf'ド徑 に醐 ナ る徽 分




武 田通i'i3箕楚 祀 にpea二,三 の閲 題
學 界展 望
篠 遺 喜 人 ・湯 淺 明 ・吹 則 儒 英1コ ル 匕チ ン・研 究 とそ の發 展(b》
科 畢 雑 基
永 田 武;大 洋 の底 を探 る ・
葉 川 秀 俊;昭 和=繭3月6i.1硼束 地 方z襲 へ る豆 睦 風
衛 語 鍵討
B躍㎎e聡 ゐ の諏 語 に つ い て(服部 靜 夫)
新 刊 書 一研 究抄 録 一術 語 檢 討一 科 賜 時 事 一綿 會 及 個入 淌 息
發行所 堊鷲 竺蹙 岩 波 書 店
定 價50餓(迯 料L5鐘)電 話 九 段(;鷲雪}黷Ol87㈹
牛 年 分(7册)Y3.00,一年 分(to册)Y5.!IU(前金,逶 料共)振 瞥 口 座 東京26慧40
β
、一 」 ・驢一 乢F
?ー
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?
化學及びそれに闘聯せる諸分科の最近に於ける進歩iを設述せる
日 本 化 學 會 編













兜 疫 に 就 て








木 村 健 二 郎
大 谷 象 平
近 藤 金 助
柴 田 雄 次
脅 山 新 一
木 村 廢
角 谷 消 明
田 所 哲 太 郎
化學及 びそれに關聯せるaif5}科の進歩は近時愈々急激 に して且つ多皎に分れ,赴等諸方面
の相互的逝鸚 が釜 々困難 とな りつつある折柄,是等を通槻 し化學界最近の欺勢を窺 ふに足る
べき書物として本綜設集の出版を見たるiま寔に意i義深 きことと信ずる.學 窓に於て化學 を研
鑚 しつつあ7JiillFl,また 研究室、工場に於てその研究及び塘llllに從事 しつLあ る諮彦は蓉は
ずもがなル と化墨に關孫あるiiU士r對し,御一鑞あらんことを敢てお薦め_i所以である.
日 本 化 學 會
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日 本 化 學 會
'
日
(明治十一年 四月東京化學 會 トシテ創立)












購 讀 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は
束 京 市 剃i田區 表 祕 保 町 三 束
'同
;,c橋玉甄棋町 三丁 目三4ヒ






日 本4匕 學`會 規 貝q摘 要
蕗 二 條 本曾は化學の進歩及ひ普及を圃るを以τ目的 とす





第 六 條 入曾を望 ひ者は曾、n二名の紹介を以てm歴專を記入 したる巾込書 を曾長に差出すへし、其の.
可否は常議曾i=於で之を決す
第 十 五 絛YQ'は 曾務搬告及學衛講置等の1め 四八雨月を除 き毎月之を開く(以下略)
第 十 七 條 年曾は(rll略)毎年四月之をasく(以下略)
第二十二傑 本曾は毎 刀一囘 日本化學曾誌 を慢行す、日本化學曾誌は之を邦丈及歐文の二種に分つ
細則第二十六條 曾誌には搬丈、綜 挽、抄鑠、雜簸、記事蕁の囃を設 く但 し駄丈曾誌は報文を圭 とす
'第二十三燦 曾誌は曾.nに配 市し且學術曹及の目的を以て之を登賣す
第二十四傑 曾費囓よ一箇年金拾彈Uとす
第二十六條 曾毅は入曾鐚可の月よb納 むへ し
飆則第三十三傑 曾鍛は毎年四万及ひ十月の二期に於τ牛年分宛(四 刀よh九月まての分を四月に、十
月よら翌年三月まての分を十月に)徴集す(以 下略)















































入會希望者に して紹介者 なきときは學業履歴及 び現職を特 に詳
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`
主 筆 工學博士 喜 多 源 逡





(蝨料2錢)評 論 韵金 一年G偵1
(遘料ir.)
第11號





宮 川 一 郎
岡 村 銭 ミ
井 本 稔
醐 田 砧 作'
第5卷
[1961酵素 化學 上 よ9見 た る蛋 良 の化 學的 構 遙
[197]アク リル 弓 ト リル
第12號
理學稗士



























京 都 市 吉 田 京都帝國大雛




大 阪 市 酉 匹 京町 堀 通 一丁 目
'LLYP-.ILAI二四 〇 ・四六 八 番
損 替 ロ座 大 飯一 七 六一 三 番
物理化學の進歩歐文號 ◇年3回發行







國 に於ける物理化學關係の報文金部に對 し,その英文抄録 を網羅せるものな り。



































日本 物 理 化 學 研 究 會





◇.本筺に閲ナる携語,注遭,要 求は京都帝國大學鞠理化學研究室内,外 山 修宛に題ひ韲す・
?
?
「
?
